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ー プ活動報告

ネッ トワ ー クグル ー プの現状報告及びホ ー ム ペ ー ジのアクセス解析

山本好弘 ( 工学部技術部第 二 技術系第四 班) 平山か ほ る ( 工 学部技術部第
一 技術系第

一

班)

l はじめ に

技術部ネ ッ トワ ー

ク グル ー プは 工 学部か らの ネ

ッ トワ
ー

ク に 関す る業務依頼に 対応す るため 平成

1 1 年 8 月 に技術部の有志により発足 した ｡

平成 11 年度の 第 8 回技術発表及 び技術報告集第

8 号にてそ の活動 の 一 部と活動計画が報告されて い

る｡ また ､ 発足 より 1 年以上が経過し, その 間新た

な活動分野 , 機会も増え つ つ ある ｡ そ こ で新規活動

を含め これ まで の活動 をこ こ に報告す る｡

また ､ 前回報告 した新ネ ー

ム ･ メ
ー

ル サ
ー バ及

び新 w w w サ ー バ も平成 1 2 年 4 月 より稼働して い

る｡ それ に伴い各サ
ー バ の アクセス ロ グも残されて

い る｡ これらの アクセス ロ グの内､ 工学部ホ
ー

ム ペ

ー ジ の アクセ ス ロ グの 解析の 結果も併せて 報告する｡

II ネ ッ トワ ー クグル ー プの 現状報告
1 . ネッ トワ ー クグル ー プ発足の軽ヰ
｢ 工 学部新規サ ー バ整備計画｣ が教授会で 承認

された (平成 1 1 年) の を機に工学部より技術部

に対 し以下の 共通業務の依頼が行われた ｡

･ 工 学部 w eb サ ー バ の運用管理
･ 工 学部 M ail ･ N a m e サ ー バ の 運用管理
･ 工 学部ホ ー

ム ペ
ー

ジ に関す る作業
･ 事務部ネ ッ トワ ー

ク全般の 管理

この依頼に対応す るため技術部で は , ネ ッ トワ
ー

ク及びコ ン ピ ュ ー タ に興味の ある有志を募り , 6

名によるネ ッ トワ
ー

クグル ー プとして 平成 1 1 年

8 月 より正式な活動の 開始した ｡

2 . 現在の活動体制

現在は 7 名の メン バ
ー

により活動が行われて い

る ｡ ネ ッ トワ
ー

クグル
ー プ ヘ の参加 は自由で ある ｡

ただ し､ 正規の 業務依頼で あるの で , 活動に障害

が出ない よう ､ で きる限 りメ ン バ ー の 確保 に努め

るように して い る ｡

また ､ 各メ ンバ
ー

が提供で きる技術分野 ､ 技術

力は様々 で あ り , で き るだ け全 員が 同じ技術分

野 ･ 技術力の修得を行え る よう ､ そ の ための 学習

会や研修 ( O J T) 等 を行 っ て い る ｡

なお ､ ネ ッ トワ
ー

クグル ー プの 活動 時間は ､ 現

在の体制で はあく まで も所属 して い る学科 及び研

究室の 業務を基本と して行 い ､ そ の中で 時間調整

を行う ことで確保して い る ｡
また ､ そ の 際に は共

通の付加業務として 学科長 ､ 講座 主任等 の 7 承の

もと行っ て い る｡

ネ ッ トワ
ー

ク グル ー プの 主な活動場所として サ
ー バ 管理室 ( 事務棟 1 階) お よび就職情報室 ( 旧

講義室 ､
2 2 番教室) とな っ て い る ｡

3 . ネ ッ トワ ー クグル ー プの活動報告

ネ ッ トワ
ー

ク グル
ー プの これ まで の活動 ､ 現在の

活動状況及び予算措置 に つ い て 以下に報告す る｡

3 - 1 これまでの活動内容

こ こで は平成 1 1 年度の活動を中心 に報告す る｡

｢ 工 学部新規サ ー バ整備計画｣ による新サ ー バ の 構

築と これ まで使用して い た 旧サ ー バ の保守管理及び

就職情報室の稼働等が主な もの で ある｡ 以下に簡単

に報告する ｡

3 - I - l 旧事務部 N a m e , M ail サ
ー バの保守 ･ 管理

旧サ
ー バ は庶務係に設置されて お り､ 平成 1 2 年

4 月 4 日まで稼働して いた ｡ 庶務係には新サ
ー バ 2

台を設置するス ペ ー ス が無か っ たの と環境等の 問題

があり , 宿直室を改装して その
一

部をサ ー バ室とす

る 事とな っ た. サ ー バ 室の 改装が本来の 予定 ( 年内

完成) より遅れ 年度末 (3 月) とな っ たため ､ 新サ
ー バ に切 り替える 時期が新年度とな っ た ｡

また , そ の結果 旧サ ー バ の 2 0 0 0 年間題が発生 し

た ｡
ハ

ー ドウ ェ アはか なり旧式の モ デルで あ っ たた

め ､ 内蔵時計が 対応で きなか っ たが ､ o s( B S D I) 側

で 設定し直す ことで 回避で きた ｡

以下に主な保守 ･ 管理 の作業を示す ｡

･ ユ
ー ザアカウ ン トの 発行

･ メ ー リ ングリス トの発行
･ セ キ ュ リティ ホ ー ル の対策
･

2 0 0 0 年間題の 対策

3 - 1 - 2 新事務部 N a m e , M ail サ ー バ の稼働

新事務部サ ー バ は旧サ ー バ と入れ替わ り平成 1 2

年 4 月 5 日から稼働を開始した ｡ 新サ ー バ は ｢ 工学

部新規サ ー バ 整備計画｣ に基づく もの で あ り､ ネ ッ

トワ
ー

ク グル
ー

プ に て ハ
ー

ドウ ェ アの 作成か ら O S

及びサ
ー バ ソ フ ト等の 設定まで を行 っ た ｡ 以下に新

サ ー バ機 ( 予算 3 5 0 ,0 0 0 円) 構築の 概要を示す ｡ ま

た ､ 詳 しい 報告は平成 1 1 年度及び 1 2 年度の 技術報

告集に行 われ て い る ｡

･

ハ
ー

ドウ ェ アをパ
ー

ツ から組み立て
･ ソ フ トウ ェ ア のイ ンス ト

ー ル及び設定

o s は T u r b o L i n u x S e v e r 1 .2 を採用

サ
ー バ ソ フ トは b i n d ∋ s e n d m ail を使用
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･ 移行作業

ユ ー ザアカウン トの 移行 ( パ ス ワ ー

ド, h o m e)

メ ー ルアカウン トの 移行 ( アカ ウン ト､ ス プ
ー

ル)

各種設定の反映 ( メ ー リ ン グリス ト等)

3 - ト3 新工学部 w w w サ ー バ の稼働

新工 学部サ ー バ は新た に平成 1 2 年 4 月 5 日から

稼働を開始した ｡
工学部の 旧ホ ー ム ペ ー ジは機械工

学科の あ る講座のサ ー バ に 間借り して おり , 新サ
ー

バ に稼働に伴い ホ ー

ム ペ
ー

ジ の 内容は移行された ｡

また ､ 新サ ー バ は ｢ 工 学部新規サ ー バ 整備計画｣ に

基づくもの で あり ､ ネ ッ トワ
ー

クグル
ー プにて ハ ー

ドウ ェ アの 作成 から O S 及びサ ー バ ソ フ ト等の 設定

まで を行っ た｡ 以 下に新サ
ー バ 機の概要を示す ｡

ま

た , 詳しい 報告は平成 1 1 年度及 び 1 2 年度の 技術報

告集に行われて い る｡
･ ハ

ー

ドウ ェ アをパ
ー

ツか ら組み立 て
･ ソ フ トウ ェ アのイ ンス ト

ー

ル 及び設定

o s は T u rb o Li n u x S e v e r I .2 を採用

サ ー バ ソ フ トは ap a c h el を使用
･ ホ ー ム ペ ー ジ の移行作業

デザイ ンの見直し

リンクの 再設定

3 - ト4 就職情報室の稼働

学生 ( 工学部の全学年を対象) が共通ス ペ ー ス に

置かれた コ ン ピ ュ
ー

タ端末より ､ メ
ー ル

, ネ ッ トサ
ー

フ ィ ンな どを自由に行える ことを目的と した ｢ 学

生向けネ ッ トワ
ー

ク端末｣ 構想が教官有志により提

案され , 学部長裁量経費で 承認され た ｡ そ れに伴い

学部長 ( 技術部長) よりネ ッ トワ
ー

クグル ー プに対

し業務依頼があり , す べ て の 実務を担当す る こと と

な っ た ｡

最近の就職活 動で はイ ンタ
ー

ネ ッ トを中心 に行わ

れて い るこ とと､ 端末を設置して い る部屋を ｢ 就職

情報室｣ と命名された こ ともあ っ て , 当初の構想よ

りは就職活動を主に シス テムの 構築 を行い平成 12

年 5 月 1 日より運用が開始された ｡

また ､ 詳しい報告は平成 1 2 年度の技術報告集に

行われて いるの で ､
こ こ で は行 っ た実務の 概要を紹

介す る｡
･ ハ

ー

ドウ ェ ア ､ ソ フ トウ ェ ア等の選定

サ
ー バ 機, 端末 ( パ ソ コ ン) 6 台, 監視カメラ等

R e d H at L in u x ( サ
ー バ 機) ､ w i n d o w s N T (端末)

･ ソ フ トウ ェ アの セ ッ トア ッ プ

D el e G at e を用 い N ÅT , フ ァイ ア
ー

ウ ォ
ー ル機能

をサ
ー バ 機で 実現 ｡

また ､ 端末 も操作 ミス 等 によ

るシス テム の 破壊を防ぐため に､ アクセス 権の 設

定を行っ て い る｡
･ 部屋の レイア ウト, ネ ッ トワ ー ク の 構築

3 - ト5 工学部ホ ー ム ペ ー ジに関する作業

ホ ー ム ペ ー ジ に 関する主な作業として ､ 新規内容

の追加及びすで に記載されて い る内容の 更新等が あ

る
｡ 以下 に作業の 概要を紹介す る ｡

また, ホ ー ム ペ
ー

ジ に記載す る内容は , 工学部広

報委員会にて承 認を行う こと とな っ て い る ｡

･ 新規内容の追加

新規内容を エディ タや専用ツ ー ル を用 いて 入力し

ht m l フ ァ イル の作成または内容の追加等を行う ｡

これ まで ,
｢ 工 学部からの お知らせ｣ , ｢ 三重大学

にお ける工学研究｣ は じめ頻繁に行われ て い る｡
･ 記載内容の更新

す で に記載され て い る内容で ､ 時間の経過とと も

に実状と合わな くな っ た項目や 人事異動等に伴う

名簿の更新等の定期的な更新が必要な項 目 を管理

して い る｡

該当す るサ ー バ 上の フ ァイル の編集作業を行う ｡

3 - ト6 事務部 p c ､ ネ ッ トワ
ー

クの管理

事務部内の担当者と連携して ネッ トワ
ー

ク の管理

や要請に応じて 情報機器の トラブル解決等を行っ て

い る｡ これ まで の 主な業務を紹介す る｡
･ ネ ッ トワ

ー クに接続されて い る パ ソ コ ンの Ⅳ ア

ドレス の 管理
･ o s , ソ フ トウ ェ アの イ ンス ト

ー ル ･

設定
･ 動作不良時の診断
･ その 他､ 質問 ･ 疑問点の解答､ ア ドバイ ス

3 - 2 現在の活動状況

こ こで は現在進行中で ある ､ 平成 1 2 年度の 活動

の状況 を中心 に報告す る｡ 今年度からの新たな業務

お よび保守 ･ 管理 へ 移行した業務な どの概要をを紹

介する｡ また ､ す で に昨年度より業務内容がほぼ定

まっ て い る もの につ い て は ｢ 3 - 1 こ れ まで の活動内

容｣ を参照 された い ｡

3 - 2 - 1 工学部 w w w サ ー バの保守 ･ 管理

現在稼働中のサ ー バ を連続運転させ るために以下

の ような保守 ･ 管理 を行っ て い る ｡

･ サ
ー バ の シ ス テム監視

定期的にアクセ ス ロ グをチ ェ ッ クす るこ とによ り

サ
ー バ の状態 , 不正 アクセ ス等の 監視をお こな っ

て い る｡

･ セ キ ュ リテ ィ ホ
ー

ル ,
バ グ ヘ の対応

ソ フ トウ ェ アに潜むバ グ､ セ キ ュ リティ
ー

ホ
ー

ル

に 関す る情報を定期的に収集 し, 問題の 発生 した

ソフ トウ ェ アに つ い て は ,
パ ッ チおよびア ッ プグ

レ ー ド等の作業を速や かに行 っ て い る ｡
･ フ ァイル の バ ッ クア ッ プ

ホ ー ム ペ
ー

ジ の 内容 , サ
ー バ の 設定フ ァ イル また

は ロ グフ ァイ ルの定期的な保存作業を行っ て い る｡
･ トラブル時の 早期対応対策

サ ー バ の トラブル時に す ぐ対応す るた め, バ ッ ク

ア ッ プシ ス テムや予備の パ
ー

ツ 等を用意して い る｡

3 -2 - 2 事務部 N a m e , M ail サ
ー バの保守管理

現在稼働中のサ
ー バ を連続運転させ るため に以下

の ような保守 ･ 管理 を行っ て い る｡
･ 各種アカウ ン トの 発行

メ
ー

ルアカウ ン トの 発行及び管理 ､ メ
ー

リ ン グリ

ス トの 作成 及び管理等を行っ て い る ｡

新規 p C へ の IP ア ドレス 発行時に D N S の 登録及
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び管理 ｡

･

サ
ー バ の シ ス テ ム 監視

定期的に アクセ ス ロ グをチ ェ ッ クす る ことにより

サ ー バ の状態 ､ 不 正ア クセ ス等 の 監視をお こな っ

て いる ｡

･ セ キ ュ りテ ィ ホ
ー ル , バ グ ヘ の対応

ソ フ トウ ェ アに潜むバ グ ､ セキ ュ リティ
ー

ホ
ー

ル

に関する 情報を定期的に収集し､ 問題の発生した

ソ フ トウ ェ ア に つ い て は ､ パ ッ チおよびア ッ プグ

レ
ー

ド等の 作業を速やかに行 っ て い る ｡

･ フ ァイルの バ ッ クア ッ プ

ホ
ー

ム ペ
ー

ジの 内容, サ
ー バ の 設定フ ァ イル ､

メ

ー

ル ス プ
ー

ル領域 または ロ グフ ァ イルの 定期的な

保存作業を行っ て い る ｡

･ トラブル時の 早期対応対策

サ
ー バ の ト ラブル 時に す ぐ対応す る ため ､ バ

ッ ク ア ッ プ シス テ ムや 予備 の パ
ー

ツ等 を用意

して い る ｡

3 1 2 1 3 各サ ー バのバ ッ クア ッ プ機の4* 集

現在稼働中の 工 学部 w w w サ ー バ ､ 事務部ネ ー

ム ･ メ ー ル サ ー バ の 故障時に速やか に復旧で きるよ

う準備は行っ て い るが ､ 深刻な故障が発生 したとき

に対応 で きな い可能性があ っ た ｡ そ こで 予備のサ
ー

バ を準備す るこ ととな り､ ネ ッ トワ ー ク委員会より

の 予算要求が承認 の後､ ネ ッ トワ
ー クグル ー プで 構

築する こととな っ た｡

サ
ー バ稼働中は o S の バ ー ジ ョ ン ア ッ プは難しい

が ､
工 事停電時等に最新の バ ー ジ ョ ン で セ ッ トア ッ

プされたバ ッ クアッ プ機と入れ替え る こ とによ っ て

バ ー

--
-

ジ ョ ンア ッ プが可能とな る o また ､ 新しい シス

テ ム を導入す るときに も､ まずバ ッ ク アッ プ機で 検

証 した後に導入す るこ とも可能とな る ｡

バ ッ クア ッ プ機は現在 , メ ン バ
ー

の O J T と して

構築中で ある｡ 以下に バ ッ ク ア ッ プ機の概要を示す ｡

･

ハ
ー ドウ ェ ア の 選択

現在稼働中の サ ー バ 機とほぼ同等の 構成にな るよ

う各パ ー ツ を選択した ｡

･ ソ フ トウ ェ アの 選択

o s もサ ー バ 機使用 して もの の 最新版( T u rb L i n u x

S e Ⅳ e r 6 .1 ) を選択した｡
･ バ ッ クア ッ プシス テ ム

磁気テ
ー

プ式バ ッ ク ア ッ プ装置の 導入 し各サ
ー バ

の重要な フ ァ イル を定期的にバ ッ ク アッ プする シ

ス テム の構築を行う ｡

3 - 2 - 4 就牡情報室の運営 (保守 ･ 管理)

就職情報室 を運営して いく上で の 作業の 概要を紹

介する ｡ 詳細は平成 12 年度の 技術報告集に報告さ

れて い る の で , そちら を参照されたい ｡

･ 就 職情報室 の 管理

施錠及び室 内の 管理 を行 っ て い る ｡

また ､ 監視カメ ラ に よるチ ェ ッ ク も合わせ て 行 っ

て い る
｡

･ サ ー バ機の 保守 ･ 管理

セキ ュ リテ ィ ､
バ グの 対策｡

ロ グ の 監視および ロ グ ･ フ ァ イルの バ ッ ク アッ プ

･ クライア ン ト機の 保守 ･ 管理

ハ
ー

ドウ ェ ア ､ ソ フ トウ ェ アの 保守 ･ 管理 を行う

とともに ､
ロ グイ ン時の ロ グを収集す る事により ,

利用率の 把握を行う ｡

･ 利用に際して の 質問, 要望の 対応

隣の 非常勤講師控室の 担当者と連携を取 る こ とに

よ り, 学生からの 質問, 要望 に 素早 く対応す る と

ともに ､

一 声カ ー

ドの 設置な どを行い運営につ い

て の 改善を図 っ て い る｡

3 - 2 - 5 工学部ホ ー ム ペ ー ジに関する作業

こ の 活動内容は昨年か ら継続して行われて い る の

で ､
｢3 - 1 - 5 工学部ホ ー ム ペ ー ジに関す る作業｣ を参

照下さ い ｡

3 - 2 - 6 ホ ー

ム ペ
ー

ジ作業用 P C の構築

工 学部ホ ー

ム ペ
ー

ジの 記載内容の追加や更新を行

うた めの P C ( パ ソ コ ン) を広報委員会からの 予算

要求が承認された ことにより､ ネ ッ トワ ーク グル
ー

プで構築す る こ ととな っ た ｡

ソ フ トウ ェ ア はホ
ー

ム ペ
ー

ジ の 作成 (入 力) ､ 更

新時の効率化と ht m l フ ァイル 記述時の 統
一 性を考

慮して F r o nt P a g e 2 0 0 0 を採用 した ｡ また ､ 文書フ

ァ イル をホ
ー ム ペ

ー

ジ上 で配布す る ことも考慮し ,

その ための フ ァ イル を作成す るため の A c r ob at な ど

の ソ フ トを使用 で きる ようにす る｡ これ らの ソ フ ト

が 動作す る環境を構築す るため に O S は w i n d o w s

系を採用す るこ ととし, そ の中で も安定度を考慮し

て W i n d o w s N T を選んだ ｡

なお ､ 作業用 p c はメ ンバ ー の O J T と して構築が

終了し､ 現在サ ー バ室で稼働中で ある｡

3 - 2 - 7 ネ ッ トワ ー

クグル ー プサ ー バ の構築

平成 1 2 年 9 月 に工学部技術部主催の技術講習会

がネ ッ トワ
ー

ク グル
ー プにより開催された ( 詳しく

は平成 1 2 年度技術報告を参照) ｡ そ こで 使用 した p c

はネ ッ トワ
ー ク グル ー プが技術講習会の 予算で購入

した もの で あり , 講習会終了後ネ ッ トワ ー クグル ー

プ のサ ー バ として流用す る こ ととな っ た ｡

そ の サ ー バ 上 にネ ッ トワ
ー クグル ー プの ホ ー ム ペ

ー ジを開設 し, 活動報告や得られた情報を掲載して

い く予定で ある ｡ また , 各人の技術力向上の練習用

として ､ また は新しい技術の検証用 として の活用 も

期待され る ｡

なお , メ ンバ
ー の O J T として シス テム の 構築が

行われて い る ｡

3 - 2 -8 事務部 p c ､ ネ ッ トワ ー

クの管理

この活動 内容は昨年か ら継続して行われて い るの

で ､
｢ 3 - I - 6 事務部 p c , ネ ッ トワ ー

ク の 管理｣ を参

照下 さい ｡

3 - 2 - 9 グル ー プ各人の技術の向上及び報告 ( 還元)

ネ ッ トワ
ー

ク グル ー プに所属す るメ ンバ ー の 技術

力や分野 に はばらつ きが あり ､ ネ ッ トワ
ー

クサ
ー バ

を運用 して い く上で の必要な知識の 習得が急務で あ
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るo

そ こ で ､ 勉強会の 開催 ( 他学部か ら の 参加有り)

を行 っ た り ､ o J T の 受講を受けたりして 技術力の 向

上をめざし各人努力して い る ｡

また , 活動を通 して 得られた技術や情報をホ
ー

ム

ペ ー

ジで 公開す る とともに , 技術研究会, 技術発表

会で の報告や技術講習会を開催す ること により有効

に伝えられ る ようにして いる .

4 . 予井措t につ いて

ネッ トワ
ー

ク グル
ー

プが係わ っ た業務の 予算措の
一

覧を以下に ,7t す . なお現在技術部に は物品供用官

はいな い の で ､ 予算の 要求及び執行は各委員会や各

係りに代行をお願 い して い る｡
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= こ れからの活動に つ い て
これ まで の活動を継続して い くとともに , さ らな

るメ ン バ ー の技術力向上を目指して 勉強会や O J T

な ど の自主的な活動 を続けて い く とともに ､ ホーム

ペ
ー

ジを利用 した各種サ ー ビス の実現に向けて さ ら

に努力して い く ｡

また ､ 学内ギ ガピ ッ ト構想に よる対応も行っ て い

く予定で あるc

lV ホ
ー ム ペ ー

ジの アクセス 解析

平成 1 2 年 4 月 5 日より工学 部 w w w サ ー バ が運

用を開始 し . 現在 まで の ⊥ 学部ホ ー ム ペ ー ジ ヘ の ア

クセス を記録したア クセ ス ロ グが残っ て い る .
ア ク

セス ロ グを解析する こと によ り, 工学部ホ ー

ム ペ
-

ジ ヘ の ア クセ ス の 様子を知る こ とがで きる ｡ こ れに

より効果的な情報発信 を行うため の 情報を得られ る

可能性があ る ｡

以下に ア クセス ロ グの 解析 の 方法とそ の結果を報

告す る o

1 . ア クセス ログにつ いて

あるホ - ム ペ
ー

ジをブ ラウザで 表示した結果を図

4- 1 に示す ｡ また , そ の 時 の ア ク セス ロ グを図 4-2

に 示す｡ こ の ことから ､ こ の ペ
ー

ジを表示するため

に w w W サ
ー バ ヘ 3 回 の アクセ スが行われた こと

が わか る o ア ク セ ス ロ グを よ く 見て み る と 本文

(i n d e x .b t m l) の 他 に 2 種 類 の 画 像 フ ァ イ ル

( a p a c h e ｣ ) b .g il, p o w e r d b y- tl . gif)が転送されて い る .

ブ ラ ウザ は b t m l フ ァ イ ルの 記述に従 っ て 表示を

行うが ､ そ の 際画像 フ ァイ ルを読み込む記述がある

と w w w サ ー バ に対し画像 フ ァ イル の 転送を要求

す る
｡
サ ー バ は要求に従っ て 対象とな るフ ァイル を

ブラウザに転送す る c そ の 際に ロ グフ ァ イル にアク

セ ス として 記録され る.

また ､ 接続先が同じ IP ア ドレス であ っ て も , チ
-

夕転送が行われ るた びカウ ン トされ て い くQ 例え

ば工学部の ト ッ プ ペ
ー

ジから ､ 工学部長の 挨拶を見

るため に ア クセ ス して もカウ ン トして い く. また ､

同 じ ペー ジを再表示 して も同じように カウ ントされ

る
D
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図 4 - 2 ア クセ ス ロ グの一一

例

2 . 7 クセス ログ解析の手Jt

ア クセ ス ロ グ の 解析に は C a m b ri d g e 大 学 ( イギ
T)

ス) の 統計学研究所の S t e p h e n R . E . T u m e r 博士 によ

っ て 開発 された a n a l o g
- 4 .0 4 - 1 を用 い たo An al o g の

主な特徴 として は ,

･

豊富なパ ラメ ー

タ に よる フ レキ シ プルな解析
･ カ ス タ マ イズ性に 優れて い る
･ ブラ ウザから解析が 可能

が挙 げられ る ｡

また ､ rx1 41 2 を見 る とフ ァイ ル転 送時 の相 手先が

I P ア ドレス で 記録され てい る o
これ は w w w サ

-

バ a p a c h e の 設定で この 様に な っ て い る ｡ 設定を変

- 2 5 -



更すれば ドメイ ン名で の 記録も可能だが ､ アクセス

があ るたび にネ ー ムサ ー バ へ の問い合わ せ を行うの

で ､ ネ ッ トワ
ー

ク の トラフィ ッ クの 関係上 IP ア ド

レス で の 記録がデフ ォ ル トの 設定な っ て い る ｡

I P ア ドレス の ま まだと ドメイ ン別 の解析が行え

な いの で ､ どの ような相手先 (国や大学, 企業等の

組織) から接続が あ っ たの か解析で きな い ｡
a n al o g

に は設定フ ァイ ル( a n al o g .c fg) にデ
ー

タ ベ
ー

ス フ ァ イ

ルを指定す る ことで I P ア ドレス から ドメイ ン名に

変換す る機能が ある ｡ ただ しデ ー

タ ベ
ー ス フ ァ イル

はトッ プレベ ル ドメイ ン対応程度の もの が ほとん ど

で あり , す べ て の ドメイ ン に対応す る もの は無いよ

うで ある ｡

そ こ で ､ ロ グフ ァイ ルの IP ア ドレス をネ ー ム サ
ー バ に問い合わせ て ドメイ ン名に 変換するソ フ トウ

ェ ア D N S T r a n を用 い るこ ととした ｡ D N S T r a n はネ
ー

ムサ
ー バ に問い合わせ て 取得した ドメイ ン名をア

クセス ロ グ フ ァイ ル上の IP ア ドレス と置き換え ま

す ｡ また ､ それと同時にデ ー タベ ー ス を作成し､ ネ
ー

ム サ ー バ ヘ の 問い合わせ を行う ことに よる トラ フ

ィ ッ クの増加 を抑え ます｡

アクセス ロ グの フ ァイ ルは解析の 自由度を上げる

ために 1 週間 ( 日曜から土曜) を最小単位と して 切

り出し､ 1 ケ 月 ､
1 年等の広い 範囲で の解析を行う

ときは ､ 複数の フ ァイ ル を a n al o g の 設定フ ァイ ル

で指定す るこ とにより可能となります ｡

以下 にア クセス ロ グの解析手順を示す ｡

･ D N S T r a n を用 いて I P アドレス から ドメイ ン名に

変換
･ アクセス ロ グを 1 週間単位 ( 日曜 - 金曜) に切 り

出す ｡

･

a n al o g の 設定フ ァイル( a n al o g . cfg) の 設定を行う ｡

画像フ ァ イルを除外｡

解析す る範囲を指定｡

･

a n alo g に て アクセス ロ グを解析 ( コ マ ン ドモ
ー

ド, ブラウザモ ー ド) 0

3 . ア クセス ログの解析括果

アクセス ロ グの収集期間は平成 1 2 年5 月 7 日 - ll

月 1 1 日 で ある｡ ただ し, 以下の期間の デ ー

タが欠

落して いる ｡

平成 1 2 年 6 月 1 1 日
-

6 月 2 0 日

平成 12 年 8 月 6 日 - 8 月 2 0 日

平成 1 2 年 8 月 2 7 日 - 9 月 3 日

また ､ 工 事等の 停電に よるサ ー バ停止期間 はアクセ

ス が行われて い ない の で 欠落デ ー タとして は扱 っ て

いな い ｡

まず, 平成 1 2 年 5 月 7 日から 11 月 1 1 日まで の

総 アクセ ス数は 7 7
,
4 7 8 で あ っ た ｡ 以 下に 月別 ( 図

4 - 3 - 1 ) ､ 曜 日別 ( 図 4 -3 - 2 ) 及 び時間別 ( 図 4 - 3 - 3)

の アクセ ス数を示す ｡

月別 アクセス 数で あるが ,
6 月 ､
8 月及び 9 月 は

それぞれ 1 0 日間 ､
2 0 日間､ 3 日間の デ ー

タが欠落

して い る ことを考慮すれ は , とくに これ とい っ た特

徴は見あた らな い ｡ また ､ 1 1 月は 1 1 日間の デ ー タ

しか ないた め分析対象からは除外 して い る ｡ なお ､

6 月から 1 0 月 まで の 総アクセス 数は 7 2 ,72 3 で ある｡

欠落の な い 1 年間ぶ んの デ ー タが収集で きれば ､

月別 の特徴が つ かめ るか もしれ ない ｡

曜日別アクセス 数を見てみ ると ､ 土曜､ 日曜の ア

クセ ス数が他の 曜日 に比べ て 少な い (6 0 % 程度) こ

とがわか る ｡ また ､ 月曜 から金 曜に つ いて は月曜が

やや少な いが , ほぼ同じで ある ｡

次に時間別の アクセス 数を見て み ると朝の 6 時頃

が アクセス 数は 一 番少な く ､ 時間とともにアクセ ス

数は多くな っ て い き ､ 昼 間 (1 0 時から 6 時) はは

ぼ横ばい とな っ て い る｡ 次に夜の 7 時から 2 4 暗ま

で はは ば 一 定とな り, アクセ ス 数は昼間の 75 % 程

度とな っ て い る. 夜 ( 1 時) か ら明け方 (6 時) に

か けて アクセス 数は減少して い き ､

一

日 の活動状況

を見るようで あ る ｡

しか しながら ､ イ ン タ
ー ネ ッ トは全世界とつ なが

っ て お り､ 全世界か ら平均的にアクセス が あれ ば､

曜日別､ 時間別アクセス とも月別アクセス の よう に

平均化され るはずで あ る｡

総アクセ ス致 727 2 3

1 0 月

9 月

8 月

7 月

6 月

5 月

0 5 0 0 0 1 0 0 0 0 1 5 0 0 0

アクセス敷

図 4 -3 - 1 月別の ア クセ ス数

総アクセス致 77 47 8

5 0 0 0 1 0 0 0 0 1 5 0 0 0

アクセス数

図 4 - 3 - 2 曜日別アクセス 数
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次に ドメイ ン名別 の アクセス 数に つ い て 見て み る
こ ととする ｡ また , ド メイ ン名はおおむね図 4 - 3 -4

に 示すように定義され て い るo

m i e - u . a c .Jp

> 第l 階層(トップレ ベ ルドメイン : T L D )
> 第2 階層(第2 レ ベ ルドメイン)
･ 第3 階層( 窮3 レベ ルドメイン)

> ホスト名

> サブドメイン名

> ドメイン名

t e c h2 1 . e m g . m i e - u . a c .J p

図4-3 - 1 ドメイ ンの定義

ドメイ ン名別 の解析を行う ために は ､ 上述 の 通

り D N S T r a n に よる I P ア ドレス から ドメイ ン名の変

換が必要で ある o D N S T R a n に よ る変換を行 っ た と
ころ ､ 1 9

,
8 1 2 の アクセス に つ い て は ドメイ ン名 へ の

変換がで きなか っ た
o
こ れ は､ 総アクセス 数 77

,
4 7 B

の 約 2 6 % にあた る
o 原因としては ､ D N S サ

ー バ に

登録され て い な いホス トが あるの と ､ 変換時に D N S

サ ー バ が何らか の 理 由で 停止 して い た こ とが考えら

れる ｡ また ､ 変換されなか っ た アクセ ス数に つ い て ､

こ こ で は[ n o n n e] と して 表記す るo

ト ッ プレベ ル ドメイ ン( T L D ) 別の アクセ ス数 を

見て み ると ( 図 4 -3 -5) j p (J a p a n) か らの ア クセ

ス が 4 7
,
2 6 2 と全体の 6 1 % を占め て い る . 次に ア

クセ ス の 多い【ni n n e] に続い て c o m ､
n et ､ 及び o r g

の 共通 ドメ イ ンが 続 き ､
ed u( U S A E d u c ati o n) ,

fr(F r a n c e) I d e( G e r m a n y) とな っ て い る o
また.
T L D

の うち ､ 国別の ドメイ ンか らで最も多い &( F r an c e)

で も 1 7 9 アクセ ス と全体の 1 % にも満たない ｡

こ の 結果か ら ､ 上述の 曜日別 , 時 間別 の ア ク

セス 数が平均化 されなか っ た の は j p ドメイ ン の

アク セ ス 数が 大 半を 占め て い る こ とに よ り ､ 日

本の ア クセ ス 事情 による特 徴が 出た もの と考 え

られ る D

次 に ドメイ ン名別 の ア ク セ ス 数で ある が ( 図

4 ･ 3 1 6) , ア クセ ス 数の 数 の 多い【n o n e](1 9 ,8 1 2) の

次に m i e - u .a c .j p ( 三重大学) が約半数の 9 ,3 0 5 で

続く o そ の 後 に g o o . n ej p(3 ,4 9 2) , o c n . n ej p(3 ,4 1 3)

などの サ ー ビス プロ バイ ダが続く o

三 重大学 内の ア クセ ス 数が 2 番 目 に多 い よ う

で ある が , 学内 ､ 学外 とで 比較を行え ば､ り 0 5

( 約 1 2 % ) と 4 8 ,3 6 1 ( 約 6 2 % ) となり , 全体に

占め る割合は それ ほどで もない と い える ｡

ー 2 7 一

3

5

7

9

匡 11

皆 】3

15

1 7

1 9

21

23

捨7 クセス 歎 77 4 78

0 10 8 D 2 000 30 0 0 40 00 5 80 0 6 D D D

7 クセス 致

図 4 - 3 - 3 時間別ア クセ ス 数

8 J D ■ n o n n e 口 .c o m E] .n e t 4 .o T g 田 ,
e d 4
,
fT □ d e l et c

捨 7 クセス 致 7 74 78

-

:
_

図 4-3 - 5 ト ッ プレベ ル ドメイ ン別アクセス 数

E) 【n o n e] I m ie - u.a c
.b ロ g o o.n e.b

口 o c M e.J)
I iD3 0 0 0.c o n

E5 iTlf o v e b .n e ,b J o d n.
a d
. b

口 dj o n. n e.A
I z ty. n e.b b [ e t c】

総アクセス 軌 774 7 8

図 4 1 3 - 6 ドメイ ン 名別ア クセス 数



各学科の トッ プペ ー ジ及び国際宇宙科学会議 ( シ

ンポジ ウム) の選別の アクセ ス数 を)示す ( 凶 4 - 3 -

7) o シ ンポジウム の 開催日は斗
':城 1 2 年 1 1 月 1 2

日 ( ｢1) で_l二学 部の ホ
-

ム ペ
ー

ジ ヘ の 掲 載は平

成 1 2 咋 1 0 月 5 1】で ある ｡ 新規項目が掲載時よ

り どの よ う に ア クセ ス 数が 変化す る の をみ て み

る こと とす るo よ っ て ､ アクセ ス ロ グを 9 月

H か ら 1 1 月 1 1 日 まで を各週 (l｣ 曜か ら土曜)

と に フ ァ イ ル に切 り 出した o また ､ 他の 項目

の 比較を子i うた め , 各学科 の ト ッ プ ぺ
-

ジ の

2 4

ご

と

ア

クセ ス 致もrT'l 様 に行 っ た ｡

シ ン ポジ ウ ム に 関 して は , 2 過に わ た っ て は

増)Ju して した が ､ そ の 後減 少を続け ､ 開催[] の

前週に急増した ｡

打予科の ト ッ プペ
ー

ジ は各過 ご とに ､ ばら つ

い てお り法則性は 見出せ な か っ た ｡ 全体的な傾

l'
L

.l と して は ､ 睦築学 科と情報学科の ア クセ ス 数

が 他の 4
L
l

i
'

･

･

科 に比 べ て 少な い よ うで ある o
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岡 4-3 - 7 ペ ー ジ毎の週別ア クセス数

4 . まとめ

乍[d は a n al o g で どの よう な解析か で き るか を

主 に各種解析 をf J
'

･

つ た が , 各項目 ごとに どの ド

メ イ ン 名よ り ア クセ ス が どれ だけ あ っ た かな ど

の 複雑な 解析 パ タ
ー

ン が 可 能か どう か の 検証 が

で きなか っ た ｡
また ､ 今回 は ア クセ ス ロ グの デ

ー

タが小足及び完 全で は な か っ た の で ､ 完 全な

デ ー

タが 1 年分収集 した時点で , もう
一

度解 析

を行 い どの よ うな傾向がで る の か 調 べ て み る 予

定で ある .

∨ おわ り に

現在 も ネ ッ トワ
-

ク グル ー プで は , 全員の 技

柄)] 向 1二や w e b をLr] lL ､ と した新し い技術を修得

するた め に O J T を利用 した グル
ー プ内研修や 企

業が }I 催する 講習会等 にも椙傾的 に参加 して い

る o

また､ 就職情 報室に つ い て は ､ 平成 1 2 年 5 月

か ら の 稼働で あり , 新年早 々 か ら始 まる本格的

な就職 シ
ー ズ ン を初め て迎 え る こ と となり , ど

の よ うな利用の さ れ 方が さ れる の か 楽 しみ で あ

る o

2 8 -


